












※別図１．経過年数考慮のパターン

借主の負担割合
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※入居時点の残存価値が100％の場合

0 (年)
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グラフＡ：経過年数6年で残存価値が1円となり、それ以降は価値の低下がない。
Ｙ＝－0.1500Ｘ＋Ａ　但し －0.1500Ｘ＋Ａ＜0.1 の場合 Y＝0.1　Ａ:入居時点の残存価値
グラフＢ：経過年数8年で残存価値が1円となり、それ以降は価値の低下がない。
Ｙ＝－0.1125Ｘ＋Ａ　但し －0.1125Ｘ＋Ａ＜0.1 の場合 Y＝0.1　Ａ:入居時点の残存価値

別表１．借主に帰責事由があり、交換が必要な場合の経過年数の考慮の有無及び内容

経過年数を考慮するもの
・グラフＡの適用対象

・グラフＢの適用対象

経過年数を考慮しないもの
上記に記載のないもの
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キッチン設備(シンク･コンロ･水栓･調理台等)、洗面台一式、浴室設備(浴槽･カラン･シャ
ワー･風呂釜等)、洗濯機用防水パン、トイレ、換気扇等の設備機器

畳表、フローリング(部分補修の場合)、タイル(部分補修の場合)、戸、扉、窓、網戸、
雨戸、ふすま紙、ふすま建具、障子紙、障子建具等
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クロス・畳・カーペット・クッションフロア等の室内表層部位（フローリング・タイル・
戸・扉・窓・網戸を除く）
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